
資料ｐ.1

次回は 2月１1日（日）9：30～12：00

テーマ ～ 春立つ森の冬芽たち、羊歯にも初挑戦 ～

持ち物 あれば、ルーペのご用意を

相生山の四季を歩く会＃97 2018.1.14

No 標準和名 漢字表記 科 観察ﾎﾟｲﾝﾄ メ　モ

1 センダン 栴檀 ｾﾝﾀﾞﾝ 果実・葉痕 〈逸出〉鱗芽

2 クサギ 臭木 ｼｿ 冬芽・葉痕 裸芽、痕：Ｕ字に並ぶ

3 ヌルデ 白膠木 ｳﾙｼ 冬芽・葉痕 鱗芽：猫の手

4 クスノキ 樟 ｸｽﾉｷ *常緑 葉柄：赤

5 カナメモチ 要黐 ﾊﾞﾗ *常緑・果実

6 トベラ 扉 ﾄﾍﾞﾗ *常緑・果実 海岸性

7 イボタノキ 水蝋樹 ﾓｸｾｲ *半落葉 鱗芽、有用木

8 アオギリ 青桐 ｱｵｷﾞﾘ 冬芽・葉痕 〈逸出〉鱗芽、托葉痕

9 コナラ 小楢 ﾌﾞﾅ 冬芽 鱗芽、頂生側芽多い

10 ムラサキシキブ 紫式部 ｼｿ 冬芽・葉痕 裸芽、痕：押しボタン

11 アラカシ 粗樫 ﾌﾞﾅ *常緑・冬芽 鱗芽

12 シャシャンボ 小小坊 ﾂﾂｼﾞ *常緑 ⇔ﾋｻｶｷ

13 マンリョウ 万両 ｻｸﾗｿｳ *常緑・果実 縁起木

14 モチノキ 餅木 ﾓﾁﾉｷ *常緑・果実 ⇔ｸﾛｶﾞﾈﾓﾁ、ﾈｽﾞﾐﾓﾁ：ﾓｸｾｲ科

15 アオハダ 青肌 ﾓﾁﾉｷ 冬芽・葉痕 鱗芽、痕：浅いＵ字

16 カマツカ 鎌柄 ﾊﾞﾗ 冬芽 鱗芽

17 ヤマコウバシ 山香ばし ｸｽﾉｷ 冬芽 残る枯れ葉、鱗芽、大きい芽は混芽

18 コバノガマズミ 小葉莢蒾 ﾚﾝﾌﾟｸｿｳ 冬芽 鱗芽

19 ヤマウルシ 山漆 ｳﾙｼ 冬芽・葉痕 裸芽　⇔ﾔﾏﾊｾﾞ毛深い、ﾊｾﾞﾉｷは鱗芽

20 アオキ 青木 ｶﾞﾘｱ *常緑・果実

21 タカノツメ 鷹の爪 ｳｺｷﾞ 冬芽 鱗芽、維管束痕７個⇔ｺｼｱﾌﾞﾗ：13個

22 ヒサカキ 姫榊 ｻｶｷ *常緑・花芽 ⇔ｻｶｷ　冬芽：鉤型に曲がる

23 アカメガシワ 赤芽柏 ﾄｳﾀﾞｲｸﾞｻ 冬芽 裸芽

24 ヤマザクラ 山桜 ﾊﾞﾗ 冬芽 鱗芽、先がほどける

25 シイ 椎 ﾌﾞﾅ *常緑・冬芽 鱗芽

26 ネジキ 捻木 ﾂﾂｼﾞ 冬芽 鱗芽、塗り箸

27 ヒメユズリハ 姫杠（譲）葉 ﾕｽﾞﾘﾊ *常緑・果実 葉裏：緑色、海岸性　⇔ﾕｽﾞﾘﾊ：山地性

28 タブノキ 椨 ｸｽﾉｷ *常緑・冬芽 鱗芽　暖帯の潜在自然植生

29 ザイフリボク 采振木 ﾊﾞﾗ 冬芽 鱗芽　白い襟巻

30 ウスノキ 臼の木 ﾂﾂｼﾞ 冬芽 鱗芽　緑の一年枝

31 ズミ 酢実 ﾊﾞﾗ 冬芽 鱗芽

32 リョウブ 令法 ﾘｮｳﾌﾞ 冬芽 鱗芽→裸芽、陣笠

冬１月の樹木たち　　（≒コース順）

連 絡 先（古川）

tell/fax : ０５２‐８２１‐６４６３

ｹｲﾀｲ : ０８０‐５１２４‐６４６３

e-mail : viva_forest@yahoo.co.jp

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ : ラブリーアース → 検索

相生山の最新情報は

自然と人とのおつきあい考えていきます

応援よろしくお願いします
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資料集ｐ.2

植生遷移＝サクセッション の模式図 モデルは海上の森

自然の森は動いている

森の一生は
８００年

人の一生は
８０年

参考資料 ： 冬芽ﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸ（文一総合出版）、「日本どんぐり大図鑑」（偕成社/北岡明彦監修）、「矢作川流域 森林物語」（豊田市）など

食物連鎖（フードチェイン）模式図

モデルは面の木峠

日本の森林分布

コナラ ムラサキシキブ

鱗芽:りんが 裸芽:らが

世界のAIOIYAMAプロジェクト検討会議は市長の2014.12.26発言を忠実に実行しようとしているかに見

える。「自然を大事にしようという精神でいく」としながら、「園路を設けて下山畑から相生口までつなげ

緊急車両は通行できるようにする」との矛盾した考想は見直されていない。「道路計画は廃止」するが、

そのルートに「防災機能確保のため緊急車両が通れる園路を検討」しているという。これでは「道路」

を「園路」と言い換えるだけに過ぎないのではないか。森の真ん中を、どんな道でも貫通すれば乾燥

化が進み、そのことは確実に生態系を破壊する。当局の「自然を大事に、は大前提」「話し合いを重ね

ていきたい」（ラブリーアースホームページによる）との姿勢を信じて、力を合わせて名古屋市を説得しよう。


